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生
草
収
量
と

乾
草
収
量
の
調
査

　

こ
れ
ま
で
の
コ
ラ
ム
で
は
、
２
０
１
９
年

度
と
２
０
２
０
年
度
に
十
勝
清
水
町
の
採
草

地
か
ら
採
取
し
た
表
層
土
壌
の
陽
イ
オ
ン
交

換
容
量
、
リ
ン
酸
吸
収
係
数
、
有
効
態
リ
ン

酸
、
塩
基
飽
和
度
な
ど
の
分
析
結
果
に
つ
い

て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
の
調

査
で
は
、
草
地
土
壌
の
コ
ラ
ム
１
回
目
で
紹

介
し
た
と
お
り
、
１
番
草
刈
り
取
り
直
前
の

６
月
中
旬
に
70
カ
所
の
採
草
地
を
回
り
、
各

圃
場
２
地
点
の
合
計
１
４
０
地
点
で
刈
り
取

り
や
試
料
採
取
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
点
で
、
裸
地
や
草
種
別
の
面
積
、
草

丈
な
ど
を
調
べ
る
植
生
調
査
を
行
っ
た
後

に
、
１
㎡
の
牧
草
を
円
状
に
刈
り
取
り
、
現

地
で
重
量
を
測
定
し
て
生
草
収
量
を
算
出
す

る
と
と
も
に
（
写
真
１
）、
普
及
セ
ン
タ
ー

で
生
草
試
料
を
乾
燥
し
、
乾
物
率
と
乾
草
収

量
を
算
出
す
る
収
量
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
採
草
地
の
生
草
収
量
や
乾
草
収
量
は
、
気

温
や
降
水
量
な
ど
の
気
象
条
件
、
採
草
地
の

経
年
数
、
牧
草
と
雑
草
の
割
合
、
草
の
生
育

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
す
る
こ
と

が
予
想
で
き
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
と
２
０
２
０
年
度
に
十
勝

清
水
町
の
採
草
地
１
４
０
地
点
か
ら
採
取
し

た
牧
草
の
生
草
収
量
と
乾
草
収
量
を
調
査

気
象
が
変
わ
れ
ば

収
量
も
変
わ
る

写真 1　坪刈した 1番草の重量を測定している様子

　
生
草
収
量
は
、
２
０
１
９
年
度
は
４
５
０

～
３
３
５
０
kg
／
10
ａ
、
２
０
２
０
年
度

は
１
０
９
０
～
３
４
３
０
kg
／
10
ａ
の
範

囲
で
あ
り
、
圃
場
に
よ
っ
て
大
き
く
ば

ら
つ
い
て
い
ま
す
（
図
２
）。
２
０
１
９

年
度
は
、
調
査
地
点
に
経
年
数
が
長
い

草
地
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
生
草

収
量
が
１
５
０
０
kg
／
10
ａ
未
満
の
地

点
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

２
０
２
０
年
度
は
生
草
収
量
が
２
０
０
０

～
２
５
０
０
kg
／
10
ａ
の
地
点
が
最
も
多

く
、
３
０
０
０
kg
／
10
ａ
以
上
の
地
点
も

10
％
近
く
あ
り
ま
す
。
乾
草
収
量
も
同
じ

よ
う
な
傾
向
で
あ
り
、
圃
場
間
の
ば
ら
つ

き
が
非
常
に
大
き
い
で
す
（
図
３
）。

　

圃
場
や
地
点
間
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い

原
因
の
一
つ
は
更
新
後
の
経
年
数
で
す
。

圃
場
に
よ
っ
て

収
量
が
大
き
く
ば
ら
つ
く

図２　140 地点から採取した 1番草生草収量の頻度分布

図 1　2019 年と 2020 年の 1番草の生草収量と乾草収量

図３　140 地点から採取した 1番草乾草収量の頻度分布

　

年
に
よ
っ
て
気
象
条
件
が
違
え
ば
牧
草

の
生
育
も
変
化
し
、
収
量
が
増
え
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
減
る
こ
と
も
あ
る
の
は
当
然

で
す
。
ま
た
、
更
新
か
ら
経
年
す
れ
ば
牧

草
率
が
低
下
し
、
雑
草
率
や
裸
地
率
が
増

加
す
る
の
で
収
量
が
減
少
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
気
象
に
は
逆
ら
え
な
い
し
、
な
る

べ
く
更
新
を
頻
繁
に
行
っ
て
状
態
の
良
い

採
草
地
を
維
持
す
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

今
回
の
調
査
は
コ
ラ
ム
１
回
目
で
説
明

し
た
よ
う
に
、
草
地
の
調
査
や
試
料
採
取

と
土
壌
の
分
析
を
同
じ
場
所
で
同
時
に

行
っ
て
い
る
レ
ア
な
方
法
で
行
い
ま
し
た
。

一
般
的
に
は
、
草
は
草
地
や
牧
草
の
専
門

家
、
土
は
土
壌
の
専
門
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ

別
々
に
調
査
な
ど
を
行
う
の
が
普
通
だ
か

土
壌
の
管
理
は

草
地
の
生
産
性
に
影
響
す
る
の
か

ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
土
壌
の
分
析

結
果
と
牧
草
の
収
量
や
栄
養
価
と
を
比

べ
て
み
る
と
、
実
に
興
味
深
い
関
係
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
土
壌
が
変
わ
れ
ば

牧
草
の
生
産
性
は
も
ち
ろ
ん
、
栄
養
価

や
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
変
わ
る

の
で
す
。
土
壌
の
肥
培
管
理
や
改
良
を

行
う
こ
と
で
、
経
年
し
た
り
、
雑
草
が

増
え
た
り
し
て
も
、
牧
草
の
生
産
性
や

品
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能

性
が
高
い
の
で
す
。
い
よ
い
よ
、
次
回

以
降
の
コ
ラ
ム
で
そ
の
本
質
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

し
た
結
果
で
は
、
年
度
に
よ
っ
て
収
量
の

平
均
値
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
（
図
１
）。
２
０
１
９
年
度
の
生
草

収
量
は
平
均
１
９
３
４
kg
／
10
ａ
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
２
０
２
０
年
度
は
平
均

２
２
４
７
kg
／
10
ａ
で
あ
り
、
２
０
２
０

年
度
は
２
０
１
９
年
度
よ
り
も
生
草
収
量

が
約
16
％
高
い
結
果
で
し
た
。
乾
草
収
量

も
同
様
の
傾
向
で
あ
り
、
２
０
１
９
年
度

が
平
均
３
８
１
kg
／
10
ａ
、
２
０
２
０

年
度
は
平
均
４
９
４
kg
／
10
ａ
で
あ
り
、

２
０
２
０
年
度
は
２
０
１
９
年
度
よ
り
も

乾
草
収
量
が
約
25
％
高
い
結
果
で
し
た
。

生
草
収
量
と
乾
草
収
量
と
の
間
に
は
非
常
に

高
い
正
の
相
関
関
係
が
あ
り
、
今
回
調
査
し

た
圃
場
に
関
し
て
は
、
生
草
収
量
が
高
け
れ

更
新
後
の
経
年
数
と
生
草
収
量
と
の
関
係
を

見
る
と
、
経
年
数
が
多
い
圃
場
で
は
生
草
収

量
が
低
下
し
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
す
（
図

４
）。
更
新
か
ら
経
年
す
る
と
、
草
地
の
植
生

が
チ
モ
シ
ー
や
ア
カ
ク
ロ
ー
バ
な
ど
の
牧
草

か
ら
シ
バ
ム
ギ
や
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ
ラ
ス

な
ど
へ
の
雑
草
へ
と
変
化
し
、
草
の
生
育
し

て
い
な
い
裸
地
も
増
え
て
き
ま
す
。
実
際
、

草
地
に
占
め
る
裸
地
の
割
合
を
示
す
裸
地
率

と
生
草
収
量
と
の
関
係
を
見
る
と
、
裸
地
が

多
い
圃
場
で
は
明
ら
か
に
生
草
収
量
が
低
下

し
て
い
ま
す
（
図
５
）。
一
方
、
牧
草
が
占
め

る
割
合
（
牧
草
率
）
や
雑
草
が
占
め
る
割
合

（
雑
草
率
）
と
生
草
収
量
と
の
間
に
も
あ
る
程

度
の
関
係
が
あ
り
ま
す
が
、
牧
草
率
が
低
く

て
雑
草
率
が
高
い
圃
場
で
も
生
草
収
量
が
多

い
場
合
も
あ
り
、
と
く
に
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー

グ
ラ
ス
が
優
占
す
る
草
地
で
顕
著
で
す
。

　図４　草地更新後の経年数と生草収量との関係

　図５　草地の裸地率と生草収量との関係

ば
乾
草
収
量
も
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
２
０
２
０
年
度
と

比
べ
る
と
、
降
雪
量
や
降
水
量
が
不
足

し
て
総
じ
て
干
ば
つ
気
味
で
あ
っ
た

た
め
に
早
春
の
生
育
が
遅
れ
て
生
草

収
量
が
２
０
０
０
kg
／
10
ａ
未
満
の

地
点
が
多
く
、
全
体
的
に
収
量
が
少
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
気
温
、
降

水
量
、
日
照
時
間
な
ど
の
気
象
は
当
た

り
前
の
よ
う
に
牧
草
や
作
物
の
生
育

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
気
象

が
年
度
に
よ
っ
て
変
わ
れ
ば
収
量
が

変
わ
る
の
は
仕
方
が
な
い
で
す
し
、
気

象
に
あ
ら
が
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
本
当
に
そ
れ
だ
け
で
片
付
く
問

題
で
し
ょ
う
か
。


